
プリオン蛋白質が形成するアミロイド線維の	

構造とダイナミクス	


解　説	


1.  プリオン蛋白質のH2部分ペプチドが形成するアミロイド線維は、pH 2.9→7.5へ
のpHジャンプにより、 ほぼ可逆的に構造変化した。	


2.  CDとFT-IRスペクトル測定により、H2アミロイド線維はβターン（I）構造とβシート
構造が部分的に変化したと考えられる。	


3.  全長のプリオン蛋白質のアミロイド線維においても、溶媒条件によって構造が
変化する可能性が高い。	
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H2アミロイド線維のpHジャンプ実験	
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ストップドフローによるアミロイド線維の速度論的解析	


Far-UV CD spectra	


3	
pHジャンプによるH2アミロイド線維の構造変化	


pHジャンプによるアミロイド線維の構造変化は数秒以内に完了した。	



